
梶
田
稔
議
員
は
、
３
月
10
日
、
町
政
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
、
住
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
を
よ

く
す
る
施
策
の
改
善
・
充
実
を
求
め
て
、
次
の
よ

う
に
町
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

１
９
３
９
年

（
昭
14
）
生
ま
れ

72
歳

１
９
５
４
年

常
滑
市
立
小
鈴
谷
中
学

校
（
現
南
陵
中
学
校
）
卒
業
後
、
日

本
油
脂
（
株
）
入
社
。
働
き
な
が
ら
、

半
田

高
校
武
豊
分
校
（
夜
間
定
時

制
、
現
武
豊
高
校
）
、
名
古
屋
工
業

大
学
短
期
大
学
部
工
業
化
学
科
（
夜

間
）
を
卒
業
。

１
９
６
１
年

学
友
と
と
も
に
安
保
闘

争
を
た
た
か
い
、
卒
業
と
同
時
に
日

本
油
脂
労
組
武
豊
支
部
青
年
婦
人
部

長
に
推
さ
れ
、
同
労
組
青
年
婦
人
部

協
議
会
議
長
、
名
古
屋
分
会
長
な
ど

歴
任
。

こ
の
た
た
か
い
の
中
で
、
一
貫
し
て
、

平
和
と
働
く
も
の
の
暮
ら
し
・
権
利

を
守
っ
て
奮
闘
し
て
き
た
日
本
共
産

党
へ
入
党
。

１
９
７
０
年
以
降

武
豊
小
、
武
豊
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
武
豊
高
校
同
窓
会
役

員
を
歴
任
。

１
９
８
３
年

中
村
章
八
先
生
の
後
を

受
け
継
ぎ
、
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。

こ
の
間
、
副
議
長
、
決
算
特
別
委
員

長
、
総
合
計
画
特
別
委
員
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
し
、
住
民
要
求
実
現
と

町
政
の
刷
新
に
全
力
を
挙
げ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
７
期
目
。

２
０
０
２
年

県
立
内
海
高
校
非
常
勤

教
師
（
弓
道
指
導
）
の
委
嘱
を
受
け
、

現
在
に
至
る
。

２
０
０
５
年

町
議
会
副
議
長
に
推
さ

れ
て
就
任
。
常
滑
武
豊
衛
生
組
合
議

会
副
議
長
、
中
部
知
多
衛
生
組
合
議
会

議
員
、
同
監
査
委
員
に
就
任
。

２
０
０
５
年

日
本
福
祉
大
学
（
通
信

教
育
部
）
３
年
次
に
編
入
学
。
大
き

く
変
動
す
る
福
祉
・

介
護
制
度
等
に

つ
い
て
学
び
、
07
年
３
月
卒
業
。

＊

＊

＊

モ
ッ
ト
ー

誕
生
日
は
２
月
12
日
。
第

16
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
リ
ン
カ
ー
ン

と
同
じ
日
。
「
人
民
の
、
人
民
に
よ

る
、
人
民
の
た
め
の
政
治
」
は
、

「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
を
貫
い
て
活

動
し
て
き
た
私
の
思
い
と
共
通
。

家

族

二
人
の
娘
は
嫁
ぎ
、
現
在

は
妻
と
二
人
暮
ら
し
。

趣

味

弓
道
（
錬
士
五
段
）
、
囲

碁
（
日
本
棋
院
四
段
）
、
写
真
（
写

真
集
『
徳
本
流
名
号
碑
考
』
１
９
７

８
年
刊
）
、
漢
字
検
定
準
１
級

現
住
所

武
豊
町
字
多
賀
６
‐
33
‐
１

電
話
／FA

X

72
‐
３
０
５
５

定
員
は
６
人
で
計
18
人
。

新
年
度
か
ら
は
六
貫
山
保
育
園

で
も
実
施
す
る
予
定
で
、
い
ま
の

と
こ
ろ
町
全
体
の
ニ
ー
ズ
は
満
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
老
朽
園
舎
の
建
て
替
え

や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
整
備
時
期
、
財
政

状
況
等
を
勘
案
す
る
中
で
、
ゼ
ロ

歳
児
保
育
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を

梶
田
稔
議
員
質
問

高
齢
者

の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
者
は
、
平
成

21
年
度
の
実
績
で
は
約
11
万
２
千

人
で
死
亡
原
因
の
第
４
位
。
そ
の

内
、
65
歳
以
上
が
実
に
95
％
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

既
に
、
県

内
で
11
市
町
、

知
多
地
域
で

も
東
海
市
・

大
府
市
・
阿

久
比
町
な
ど

が
高
齢
者
用

肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接

種
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、

ぜ
ひ
、
武
豊

町
で
も
実
施

し
て
も
ら
い

冨
貴
・
東
大
高
地
区
の
保
育

園
で
ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
実
施

を
梶
田
稔
議
員
質
問

冨
貴
・

東
大
高
地
域
の
保
育
園
で
は
、
ゼ

ロ
歳
児
保
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

町
南
部
の
保
育
園
で
も
、
ぜ
ひ
、

ゼ
ロ
歳
児
保
育
を
実
施
し
て
欲
し

い
と
い
う
切
実
な
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

保
育
園
整
備
計
画
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
町
南

部
地
域
で
の
ゼ
ロ
歳
児
保
育
を
実

施
す
る
よ
う
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。答

町
長

現
在
、
北
・
西
・

北
中
根
の
３
園
で
ゼ
ロ
歳
児
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

た
い
。

答

厚
生
部
長

国
で
は
、

ま
だ
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
現
状
の
下
で
は
、

今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
そ

の
対
応
に
つ
い
て
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
希
望

者
に
「
緊
急
連
絡
通
報
装
置
」

の
貸
与
を

梶
田
稔
議
員
質
問

現
在
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
で
、
身
内
が

半
径
５
０
０
㍍
以
内
に
い
な
い
こ

と
な
ど
が
条
件
で
「
緊
急
連
絡
通

報
装
置
」
が
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
５
０
０
㍍
以
内
に
身
内

が
い
て
も
、
緊
急
に
連
絡
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
は
日
常
的
に

起
き
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
も
、
こ
の
「
５
０
０

㍍
以
内
に
身
内
が
い
な
い
こ
と
」

と
い
う
条
件
を
撤
廃
し
て
、
希
望

者
に
は
貸
与
す
る
制
度
に
改
善
し

て
も
ら
い
た
い
。

答

厚
生
部
長

５
０
０
㍍

と
い
う
こ
と
に
法
律
的
な
根
拠
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
行
制
度
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

な
お
、
近
く
に
身
内
が
み
え
る

方
で
、
設
置
希
望
が
あ
れ
ば
、
費

用
は
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
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な
り
ま
す
が
、
斡
旋
で
き
る
よ
う

事
業
者
と
調
整
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
介
護

認
定
者
な
ど
、
ゴ
ミ
出
し
支

援
に
戸
別
収
集
を

梶
田
稔
議
員
質
問

半
田
市

な
ど
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
、
介
護
認
定

者
な
ど
移
動
困
難
者
へ
の
生
活
支

援
の
一
環
と
し
て
、
生
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ
、
廃
家
電
な

ど
の
戸
別
収
集
を
実
施
さ
れ
た
い
。

答

厚
生
部
長

ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
事
業
の
中
で
対
応
し
て
い
る

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
戸

別
収
集
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

近
隣
住
民
同
士
の
見
守
り
、
助

け
合
い
、
共
助
の
精
神
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療

費
無
料
化
を

梶
田
稔
議
員
質
問

戦
後
の

諸
困
難
を
乗
り
越
え
、
復
興
に
貢

献
し
て
き
た
高
齢
者
の
労
苦
に
報

い
る
た
め
に
も
、
75
歳
以
上
の
医

療
費
の
無
料
化
を
実
施
さ
れ
た
い
。

答

厚
生
部
長

高
齢
者
医

療
費
の
無
料
化
は
、
課
題
の
一
つ

と
は
思
い
ま
す
が
、
国
等
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。


